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藤沢環境蓮勃市氏達路会議
(略称〉藤沢エコネツト
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｡原発問題で全議員アンケートの回答

・市長に原発事故関係の要望と回答

．｢放射線の人体への影響」学習会

･井之川さん逝く’

井之川平等さん逝く

藤沢エコネツトの創立者の一人であり、初代・代表の井之川平等氏が6月20日に75才10カ月で逝去

した。告別式には、平和運動家、福祉関係者、生協関係毒環境問題関係者等など多種多様な市民運動家

が集まり、井之川さんの活動の幅の広さを改めて認識した。

弁舌さわやかであり、常に理念をリードしてきた人である。

藤沢エコネットの活動目的を「人間が住むにふさわしい環境都市藤沢の実現」と17年前に提案したのも

井之川氏であった。人間の尊厳を常に高らかに謡いあ砿皆を聴き入らせて止まなかった。本当に残念で

ある。

藤沢エコネツトニユース200号記念レセプションが2月に開催され、出席された。体調がすぐれず、途

中で退席したが､それが私たちと公に会う最後となってしまった。

200号記念特集号には巻頭言を寄せ、藤沢エコネット創立時、環境基本法が国に上程されていた事、会

の性格は議論を重ねた後、環境問題に関心を持つ市民の緩やかな連絡と勉強の場とすることで一致して、

「藤沢環境運動市民連絡会議（略称、藤沢エコネット)」と名が付けられた由来を述べている。その後、

その性格がニュースの編集にも活かされてきた事が、200号まで足跡を残す事になった要因と思うと結ん

でいる。

3月に東日本大震災が発生し、福島原発事故が起こった。

井之川氏は平和ミュージカル・ふじさわが第5福竜丸を取り上げたとき、浜岡原発見学の手配をしたり、

コープ神奈川の理事の時に海外まで原子力発電を見学に行った経験があり、非常に原発には関心が深い方

なので、ニュース4月号の巻頭言をお願いした。体調が大分悪いようだったが、原発反対はライフワーク

でもあると言って､無理を押して巻頭言を書いて頂いた｡頭が下がる思いである｡
この生原稿は､告別式当日に祭壇に絶筆として飾られていた。

お別れの3週間ほど前に9条の会の方たちと病院へ伺った時に

は、新。旧憲法の話終戦後の平和運動の話と、次から次へと

少々弱々しい声を張り上げ、議論は尽きなく、まさかこれほど

早く逝ってしまうとは思っていなかった。

藤沢エコネットは『ゆるやかな連絡と学習の場」という理念を

再度確認して、末長く会の発展を期し、環境問題を解決していく

事が、井之川平等氏への本当の追悼になるのではないかと噛みし

めている6（青柳節子）
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